総合地球環境学研究所山村プロジェクト「人間活動下の生態系ネットワークの崩壊と再生」モンゴル班研究計画（案）　藤田昇

目的：モンゴルの遊牧の危機を生態系ネットワークの崩壊の視点からとらえ、経済・社会を含めた生態系ネットワークの再生問題としてモンゴルの牧畜を含む持続可能な将来を展望・提言し、同時に、理論班のシミュレーションによる異なるシナリオに基づく将来予測のための基礎データを提供する。

主たる対象地域：大都市と地方の関係、森林から乾燥ステップの乾湿傾度を扱えるウランバートルから南ゴビとする。

現状：土地法（土地私有化）、森林法（植林を企業にまかせる）、鉱山開発、水資源の地下水から表層水への転換などから生態系ネットワークに急激な変化が起こりつつある。

調査・研究等：気象水文研を中心とした長期観測、日本側の気象関係、黄砂問題での環境省関係の砂漠化対策、植林関係のNGOなどが活発である。

方針：本プロジェクトは小規模であるので、過去の調査・研究の成果を役立たせながら、未解明の重要なテーマに重点的に取り組み、期待されている大きな成果をめざす。

研究テーマ：

· 家畜のグレイジングの草原に対する影響

種多様性・年生産（藤田）、現存量年変化（ナチン）、栄養塩循環（廣部）、開花期・グレイジング耐性（藤田）、訪花昆虫（酒井）、防御物質

· オーバーグレイジング、過放牧

土壌のアルカリ化（藤田）、遊牧民の移動・集中（鬼木、ナチン）、市場経済（森、平田）、森林更新（藤田）

· 遊牧と定住化、囲い込み

牧畜経営（平田）、慣習（小長谷）、移動パターン（ナチン）、土地法・森林法・鉱山法、後継者問題、安定同位体比

· 経済のグローバル化

投資、援助、交易、出稼ぎ（森）

· 森林と草原、灌木群落と草本群落、河川と草原

水循環（石井、杉田）、栄養塩（廣部）、競争（石井）、種子散布（藤田）、灌木群落（藤田）、訪花昆虫（酒井）、安定同位体比（藤田）、砂漠化・黄砂・砂防、洪水

· 農地・鉱山

持続的農業、放棄農地、伝統的農業（小長谷）、鉱山開発

· 大都市問題

ウランバートル市の水資源

· 大都市と地方

家計収支、流通、道路網、教育（森、鬼木、平田）

· 乾湿傾度

　水循環（杉田、石井）、温暖化・砂漠化・表層水収奪、食物網・CNマップ（石井）、草原生産（藤田）

· 統計資料

変遷（藤田、山村）

· 土地利用

変遷（石井）

予想されるシナリオ：（1）家畜増、（2）定住化、（3）大都市化、（4）農地・鉱山開発、（5）温暖化・乾燥化、（6）世界恐慌・食糧危機、（将来の新しい持続可能な社会の実現に向けて遊牧はどうなるのか）

